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基 本 理 念 患者さんの安心と満足のために、地域の中核病院として総合的な医療を提供します。

ご
あ
い
さ
つ

副
院
長
・
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

三
井

隆
男

2
0
2
2
年
4
月
1
日

付
け
で
小
川
赤
十
字
病
院

の
副
院
長
と
患
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
致

し
ま
し
た
三
井
隆
男
で

す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
皆
さ
ん
は
『
平
均

寿
命
』
と
『
健
康
寿
命
』

の
違
い
が
お
分
か
り
に
な

る
で
し
ょ
う
か
？
『
平
均

寿
命
』
は
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
0
歳
児
が
そ
の
後
何
年
生
き

ら
れ
る
か
と
の
予
測
値
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
『
健
康
寿
命
』

は
「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
く

生
活
で
き
る
期
間
」
で
す
。

ち
な
み
に
2
0
1
9
年
度
の
本
邦
の
デ
ー
タ
で
す
が
平
均
寿

命
』
は
男
性
81
・
41
歳
、
女
性
87
・
45
歳
で
、
こ
れ
に
対
し
『
健

康
寿
命
』
は
男
性
72・68
歳
、
女
性
75・38
歳
で
し
た
。

す
な
わ
ち
男
性
で
約
8
・
37
年
、
女
性
で
約
12
・
07
年
人
生
の

最
後
に
「
健
康
上
の
理
由
で
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
期
間
」

を
送
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

現
在
本
邦
は
、
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
口
は
、
現
在
3
，5
0
0
万
人
を
超
え
て
お

り
、
2
0
4
2
年
に
約
3
，9
0
0
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す

が
、
そ
の
後
も
、
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
増
加
し
続
け
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
当
院
の
地
元
の
小
川
町
も
例
外
で
は
な
く
平
成
10
年

に
約
3
万
8
千
人
あ
っ
た
人
口
も
現
在
1
万
人
減
少
し
、
内

65
歳
以
上
が
40
％
、
75
歳
以
上
が
19
％
達
し
、
今
後
更
に
人
口

減
少
し
高
齢
化
が
加
速
し
、
国
民
の
医
療
や
介
護
の
需
要
が
、

さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
今
後
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
も
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
る

か
も
問
題
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
最
後
ま
で
送
る
た
め
に
は
地
域
の
包
括
的
な
支

援
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備
も
重
要
で
す
が
、
前
述
の

『
平
均
寿
命
』
と
『
健
康
寿
命
』
の
差
を
い
か
に
短
く
す
る
か

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た
『
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
』
で

は
2
0
4
0
年
ま
で
に
健
康
寿
命
を
75
歳
以
上
（
男
性
75
・
14

歳
以
上
、
女
性
77
・
79
歳
以
上
）
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
達
成
の
た
め
（
１
）
健
康
無
関
心
層
を
含
め
た

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
（
２
）
地
域
・
保
険
者
間
の
格

差
解
消
を
中
心
に
以
下
の
3
分
野
を
中
心
に
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

①
次
世
代
を
含
め
た
全
て
の
人
の
健
や
か
な
生
活
習
慣
形
態

②
疾
患
予
防
・
重
症
化
予
防

③
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
・
認
知
症
予
防

当
院
は
救
急
対
応
以
外
に
健
康
寿
命
延
伸
に
お
い
て
も
貢
献

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し
く
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
当
院
は
令
和
4
年
2
月
に
地
域
医
療
支
援
病
院
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
医
療
支
援
病
院
は
地
域
の
か
か
り
つ
け

医
の
先
生
と
連
携
し
地
域
の
医
療
を
支
え
る
医
療
機
関
で
す
。

当
院
を
初
回
受
診
さ
れ
る
際
に
は
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
か
ら

の
診
療
情
報
提
供
書
が
な
い
と
選
定
医
療
費
7
，7
0
0
円
が
別

途
必
要
に
な
り
ま
す
。
是
非
診
療
情
報
提
供
書
を
持
参
し
初
回

受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
御
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。



腎・尿管  最新最新体外式結石破砕装置の導入について
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腎臓・尿管などにある結石を尿路結石といい
ます。尿路結石は、尿成分から析出される結
晶が、腎臓の内部表面に集まり生成されま
す。結石が小さい場合は尿管を通って、自然
に体外に排出される場合があります。

体外で発生させた衝撃波を集束させて、これを腎や尿管
の結石につたえ結石を砂状に破砕する治療法です。そし
て砂状になった結石は、
尿の流れとともに自然に
排出されます。
わが国でもすでに多くの
方々がこの治療を受けて
おり、その安全性は広く
確認されています。

● 低侵襲性（体への負担が少ない）治療法の代表として
患者さんにも広く受け入れられています。

● 新しく開発された衝撃波発生技術により、結石の破砕
効果が高く、治療時間が更に短縮されました。

● 衝撃波発生器のデザイン改良により、患者さんの痛み
を軽減しました。

● 小さな腎・尿路結石の場合、通院でも治療を受けるこ
とが出来ます。

● 治療ベッドに寝たまま治療が受けられます。

通常、尿路結石の初期症状は激痛を伴いま
す。この痛みは、結石が尿管を通る時の刺激
等により、突然起こります。特に、結石が下
腹部や横腹部にある場合は、急激に鋭い痛み
を感じます。また、結石が大きすぎて簡単に
尿管を通らない場合、激痛が続きます。結石
が膀胱に近づくと頻繁に尿意を感じたり、排
尿時に激しい痛みを感じることがあります。
腎臓結石は無症状の場合も多く、血尿等で発
見されることがあります。

Q尿路結石とは何ですか？

Q体外衝撃波結石破砕治療（ESWL）とは何ですか？

Q当院の治療装置によるESWLの利点は何ですか？

Qどのような症状が現れますか？

体外衝撃波結石破砕装置『Snolith i-move（ソノリスアイムーブ）』
（EDAP TMS社）

　泌尿器科では腎臓、膀胱、前立腺、尿路などに
関する泌尿器疾患全般の診療を行っております。
　尿路結石治療については内視鏡的レーザー砕石
術と体外衝撃波破砕術を選択できる体制になって
おります。
　この度当院では、本年８月に体外式結石破砕装
置を導入いたしました。

手術によって
とり出された
腎臓結石

衝撃波治療によって 
砂状になった腎臓結石＊
＊（注） 
破砕後の結石の状態は、
結石の種類、部位、患者
さんの体質によって違っ
てきます。



新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
様
々
な
行
動
制
限
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
初
に
あ
っ
た
行
動
制
限
も
現
在
で
は
だ
ん
だ
ん

と
緩
和
さ
れ
、
流
行
前
ど
お
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
外
出
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
行
動
制
限
中
に
健
康
診
断
は
受
け
て
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

感
染
防
止
の
為
、
受
診
を
控
え
て
い
た
と
い
う
方
も
い
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
動

制
限
に
よ
る
運
動
不
足
な
ど
で
、
外
出
の
際
体
調
の
変
化
を
感
じ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
食
事
・
運
動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
等
の
生
活
習
慣
が
発
症
や
進
行
に
関
与
す
る
生

活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
も
な
く
進
行
し
て
い
き
、
気
付
い
た
時
に
は
病
気
が
進
行
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
自
身
の
体
調
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

当
院
で
は
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
、
総
合
医
療
機
関
と
し
て
の

強
み
を
生
か
し
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
、
外
来
受
診
を
し
て
い
た
だ
く
等
、
皆
様
の
健
康

維
持
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
当
院

と
委
託
契
約
し
て
い
る
健
康
保
険
加
入
の
方
は
、
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
等
で
お

受
け
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で

も
問
い
合
わ
せ
可
能
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０
４
９
３

－

７
２

－
２
３
３
３

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
健
診
課

肉巻きこんにゃく

い
つ
で
も
手
に
入
る
食
品
で
す
が
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
原
料

で
あ
る
「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
」
の
収
穫
時
期
は
秋
。
こ
ん

に
ゃ
く
芋
は
日
持
ち
が
し
な
い
た
め
、
貯
蔵
が
難
し
か
っ

た
時
代
は
、
秋
限
定
の
食
べ
物
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん

に
ゃ
く
は
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
限
ら
れ
た
地
域
で
食

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
全
国
民
が
日
常
的
に
様
々

な
料
理
で
食
べ
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
に
は
3
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

1
つ
目
は
、
低
カ
ロ
リ
ー
な
こ
と
。
こ
ん
に
ゃ
く
1
0
0

ｇ
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
は
ご
は
ん
や
パ
ン
の
30
分
の
1

で
、
様
々
な
料
理
に
取
り
入
れ
れ
ば
食
事
全
体
の
カ
ロ

リ
ー
を
下
げ
て
く
れ
る
た
め
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
最
適
で
す
。

2
つ
目
は
、
食
物
繊
維
が
豊
富
。
こ
ん
に
ゃ
く
の
成
分
は

97
％
の
水
以
外
は
ほ
と
ん
ど
食
物
繊
維
の
グ
ル
コ
マ
ン
ナ

ン
で
す
。
食
物
繊
維
は
、
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や

か
に
し
て
く
れ
る
働
き
や
腸
内
細
菌
の
エ
サ
と
な
り
排
便

を
促
す
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
活
発
に
し
て
く
れ
る
働
き
が

あ
り
、
お
な
か
の
お
掃
除
も
し
て
く
れ
ま
す
。

3
つ
目
は
、
骨
の
健
康
に
か
か
わ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富

な
こ
と
。
板
こ
ん
に
ゃ
く
1
枚
が
牛
乳
コ
ッ
プ
半
分
の
カ

ル
シ
ウ
ム
と
同
じ
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は

骨
の
主
成
分
で
高
齢
者
の
骨
粗
鬆
症
の
予
防
や
子
供
の
成

長
に
不
可
欠
な
栄
養
素
で
す
。
ま
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
カ

ル
シ
ウ
ム
は
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
カ
ロ
リ
ー
を
増
や
さ
ず

に
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
で
き
ま
す
。

こ
ん
に
ゃ
く
料
理
を
美
味
し
く
食
べ
る
下
ご
し
ら
え
方
法

と
し
て
、「
2
〜
3
分
熱
湯
で
ゆ
で
る
」・「
塩
を
振
っ
て
よ

く
も
み
流
水
で
洗
い
流
す
」・「
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
に

切
っ
て（
ち
ぎ
っ
て
）強
火
で
3
分
か
ら
い
り
す
る
」
の
3
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
下
ご
し
ら
え
を
す
る
こ
と
で
特
有

の
え
ぐ
味
や
に
お
い
が
な
く
な
り
、
余

分
な
水
分
が
抜
け
る
た
め
、
味
が
し
み

や
す
く
な
り
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
、
か
ら
だ
す
っ
き
り
、
お
い

し
い
「
こ
ん
に
ゃ
く
」
を
お
家
ご
は
ん

が
見
直
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
ぜ
ひ
と
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
こ
ん
に
ゃ
く
は
疾
病
に
よ
り
制
限
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。主
治
医
や
管
理
栄

養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

管
理
栄
養
士

狩
野
有
里

　材料/6個分　
板こんにゃく  1枚（220ｇ）
豚ロース薄切り肉  6枚（180ｇ）
かたくり粉  大さじ1

ⓐ 醤油・みりん・酒  各大さじ1
　砂糖  小さじ1
サラダ油  大さじ1

　作り方　
❶ こんにゃくを下ごしらえし、6等
分に切ってそれぞれフォークで数
か所穴をあける。
❷ ❶に豚肉を巻き付け、全体にかた
くり粉をまぶす。

❸ サラダ油をひいたフライパンで❷
の巻き終わりを下にして並べ、全
体に焼き色が付いたらⓐを加え照
りが出たら完成。

じ
つ
は

じ
つ
は

秋秋
の
食
材
！

の
食
材
！

こ
ん
に
ゃ
く

健診ホーム 助成金について

3



  お呼び出しについて  
内科・外科・整形外科外来では、受付票の番
号にてお呼びしております。

  急病等の時間外診療について  
平日は16：45から翌日８：30まで、第１・３土
曜日は12：30以降、休診日は終日、必ず電話
連絡の上ご来院ください。
また、保険証・診察券（お持ちの方）・現在
飲んでいるお薬等をご持参ください。
なお、当院の救急外来は、地域の緊急患者の受け入れを行っているた
め、救急医療の機能向上を目的として、緊急性を要しない（いわゆる
軽症の）患者さんの時間外受診には、原則時間外選定医療費3,300
円をご負担いただいております。通常の診療費に加えてご負担いただ
いておりますので、ご理解をお願いいたします。
詳しい内容については医事課までお問い合わせください。

  診療受付時間  
8：30～12：00（土曜日のみ11：30まで）
※各診療科、各曜日において受付時間が異なりますので最新の
情報は当院HPにてご確認ください。
※再診の方は、再来受付機により受付けております。
※紹介状をお持ちの方は直接、医療連携室（本館２階）へお越し
ください。

  休　診　日  
第２・第４・第５土曜日、日曜祝日、
年末年始（12月29日～１月３日）、創立記念日（５月１日）

  受診に際して  
各診療科の特殊外来（乳腺外来を除く）は、予約制の為、始めに
一般外来の受診をお願いしております。診療日等詳細について
は各科外来にお問い合わせください。特殊外来の他、一般外来
でも専門分野がございますので、お気軽にご相談ください。
当院では紹介状をお持ちでない患者さんにつきましては、令和
４年10月１日より国の定めに基づく選定療養費7,700円をご
負担いただいております。当院受診の際は、紹介状をお持ちい
ただきますようお願いいたします。

ご　案　内
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　当院では新型コロナウイルス感染症対策として、入口での体温チェックや南玄関の封鎖、外来診療日の出入口開錠時間の変更、中央病棟
前駐車場（第４駐車場）の利用時間制限を行っております。今後の動向により変更もございますが、ご理解ご協力をお願い申し上げます。
最新の状況は当院ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連ページ」をご覧ください。 （上記は、2022年9月末時点での対応です。）

当院受診の際は

紹介状紹介状をお持ちください！をお持ちください！

「選定療養費」について

9月30日まで 10月1日より
初診時 5,500円 （診療科ごと）7,700円
再診時 2,750円 3,300円

※救急受診等によりご負担が無い場合があります。

当院は地域医療支援病院として承認を受けています
　当院は、地域のかかりつけ医等からより詳しい検査や専門的医療が必要とされた患者さんに
対して、適切な医療を提供することを目的に県知事から承認された医療機関です。患者さん
一人ひとりの病状に合わせた医療を提供するために、地域の医療機関との相互連携を図りなが
ら地域医療の中核を担っています。

　医療機関の機能分担の推進を目的として、紹介状を持たずに受診する患者さんに対して、診療費とは
別に「選定療養費」をご負担していただくことが定められています。
　令和4年度の診療報酬改定に伴い、令和4年10月1日より金額の見直しを行うこととなりましたので、
当院を受診希望の方はかかりつけ医からの紹介状をお持ちください。


